
看護学科　シラバスの変更一覧

学年 ページ 科目名

1年 16 家族社会学

1年 27 病理学

2年 64 病態治療学Ⅴ（運動器、中枢・末梢神経）

2年 75 看護展開論Ⅱ



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

授業内で指示（概ね30分）

授業内で指示（概ね30分）

徳川　直人

徳川　直人

徳川　直人

徳川　直人

徳川　直人
佐藤　絵理

佐藤　絵理

佐藤　絵理

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

・進め方ガイダンス
・作業「何をどうしたら家族？」ほか

・レクチャー「家族の構造：核家族化って本当か」
・作業「この人の家族のタイプは？」ほか

・レクチャー「家族の機能：核家族化は問題って本
当か」
・作業「家族するってどういうことか」ほか

・レクチャー「家族の構造と機能：関連と区別」
・作業「偏見はどうして生まれるか」

・レクチャー「ジェンダーとは」
・作業「いろいろな非対称」ほか

・レクチャー「家族とジェンダー」
・作業「子育て本を調べてみたら」
　「看護と感情」

・レクチャー「家族への支援1」
・作業：具体的事例を読み解く（ひとり親世帯）

とくになし
徳川　直人
佐藤　絵理

授業内で指示（概ね30分）

授業内で指示（概ね30分）

授業内で指示（概ね30分）

授業内で指示（概ね30分）

授業内で指示（概ね30分）

学修成果

開講時期 後期
看護学科

●

科目名 家族社会学
単位
認定者

対象学科
必修・選択
配当年次

必修

授業計画

家族の歴史的変化や国際比較を踏まえ、現代の多様化する家族をめぐる諸課題について学び、人間生活
の基礎としての家族と社会の仕組みを幅広い理解に必要な基礎的知識を身につける。

1. 家族の歴史的変化や国際比較を踏まえ、家族の本質について理解を深める。
2. 現代日本における家族の動向について理解を深める。
3. 現代の家族をめぐる諸課題（ジェンダーと家庭内役割、家事の社会化、療育や介護とエンパワメン
ト、社会的支援など）について当事者本位の理解や説明ができる。

基本的に自分のこと以外は経験できないため、他の家族について想像しづらく、また、自身の経験から
くる感情の問題にも悩まされがちな分野であろうと思われる。他者の経験についても書物やニュースな
どから情報を得て、自己の経験を相対化したり冷静にふりかえりつつ、広い社会的視野を身につけてゆ
きたい。

授業回数 8 回

準備学修 担当

評
価
の
方
法

％

試験(レポー
ト)

40 ％

授業内課題

受講態度

％30

30

科目ナンバリング

NS-0-HSO-03

とくに使用しませんが、資料を配付します

授業内の作業は、提示された課題について各自が考え、記述して提出し、担当者がまとめながらレク
チャーにつなぐという形でフィードバックします。必ずしもディスカッションやグループワークではあ
りません。これを受講内課題としてカウントしてゆきますが、小テストではありませんので「正答」で
あるか否かは問いません。

とくに指定しませんが、資料を配布します

・レクチャー「家族への支援2」
・作業：具体的事例を読み解く（LGBTQ）

１年

授業形態 講義

徳川　直人

1

16 時間

単位数

授業時間数

単位



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

科目ナンバリング

NS-1-PRD-01

「なるほどなっとく病理学plus」小林正伸著、 南山堂

・小テストは、講義でフィードバックする。
・第2回、第5回、第6回は遠隔授業（オンデマンド）で実施する。

【事前】７回の授業全体の復習
（30分程度）

記述式小テスト、試験について、質問対応

１年

授業形態 講義

齋木　由利子

1

16 時間

単位数

授業時間数

単位
評
価
の
方
法

％

試験(筆記) 85 ％

授業内
課題等

受講態度

％7

8

授業計画

疾病の要因となる細胞の障害（萎縮、変性、肥大、壊死とアポトーシス、創傷と治癒）や生体の障害
（循環障害、臓器不全、炎症、損傷、免疫異常、アレルギー、内分泌・代謝異常、廃用症候群、老年症
候群、遺伝子異常、先天異常、腫瘍、中毒）などを学び、看護実践の臨床判断に必要な基礎的知識を身
につける。

病気が発生するメカニズムを理解する。

単に教科書の内容を覚えるだけでなく、病気がどのようなメカニズムで発症するのかを考えながら修学
し、将来の仕事に活かしてほしい。

準備学修

授業回数 8 回

学修成果

開講時期 後期
看護学科

●

科目名 病理学
単位
認定者

対象学科
必修・選択
配当年次

必修

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

病理学とは・細胞の異常、小テスト
【事前】教科書で細胞の構造を確認しておく
（30分程度）

【事前】教科書で心・血管の構造を理解する
（30分程度）

【事前】教科書で病原体について理解しておく
（30分程度）

【事前】教科書で血球細胞について理解しておく
（30分程度）

【事前】教科書で炎症にかかわる細胞について理
解しておく（30分程度）

【事前】教科書でDNAについて理解しておく
（30分程度）

【事前】教科書で癌の特徴について理解しておく
（30分程度）

循環障害、小テスト

感染症、小テスト

免疫と免疫異常、小テスト

炎症、小テスト

代謝異常・先天異常、小テスト

腫瘍、老化、小テスト



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

医師としての臨床実務経験を生かして、医学的な内容を理解させる。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性）

中枢神経系の疾患の病態と診断・治療（頭蓋内圧亢
進症、頭部外傷）

中枢神経系の疾患の病態と診断・治療（パーキンソ
ン病、筋萎縮性側索硬化症、脱髄疾患)

末神経系の疾患の病態と診断・治療   （ギラン・
バレー症候群、圧迫性神経障害、顔面神経麻痺）

成人看護学[7］第5章：A③
一読しておいて下さい（30分程度）

成人看護学[7］第5章：E
一読しておいて下さい（30分程度）

成人看護学[7］第5章：C
一読しておいて下さい（30分程度）

学修成果

開講時期 前期

骨・関節の疾患の病態と診断・治療
（骨折、脱臼、捻挫、骨粗鬆症)

骨・関節の疾患の病態と診断・治療
（腫瘍、変形性関節症)

講義

●

科目名 病態治療学Ⅴ（運動器、中枢・末梢神経）
単位
認定者

対象学科
必修・選択
配当年次

筋肉・神経筋接合部の疾患の病態と診断・治療
（筋ジストロフィー、重症筋無力症）

中枢神経系の疾患の病態と診断・治療（脊髄損傷）

20授業時間数

授業回数

準備学修

成人看護学[10］第5章：ⅠABC・ⅡD
一読しておいて下さい（30分程度）

成人看護学[10］第5章：ⅡB③・C
一読しておいて下さい（30分程度）

回

1単位数

授業形態

骨・関節の疾患の病態と診断・治療
（腰痛症、炎症性疾患)

看護学科 必修 ２年
評
価
の
方
法

試験(筆記) 100 ％

科目ナンバリング

NS-1-PRD-06

「系統看護学講座　成人看護学[7]　脳・神経」井手隆文他著、医学書院
「系統看護学講座　成人看護学[10］運動器」田中栄他著、医学書院

時間

単位

運動機能障害（骨・関節疾患、筋肉・神経筋接合部疾患）、神経機能の障害（中枢神経系疾患、末神経
系疾患）の病態と診断・治療について学び、看護実践の臨床判断に必要な基礎的知識を身につける。

１．骨・関節の疾患の病態と診断・治療について説明できる
２．筋肉・神経筋接合部の疾患の病態と診断・治療について説明できる
３．中枢神経系の疾患の病態と診断・治療について説明できる
４．末神経系の疾患の病態と診断・治療について説明できる

運動器疾患、神経系疾患は外傷、変性疾患、炎症性疾患、腫瘍など多岐に渡ります。教科書に基づいた
復習を行うことが予習以上に重要ですので、講義後30分程度復習して下さい。

10

中枢神経系の疾患の病態と診断・治療（感染症、腫
瘍）

中枢神経系の疾患の病態と診断・治療（脳血管障
害）

佐野　徳久
平山　和美

成人看護学[10］第5章：ⅡB①②・H
一読しておいて下さい（30分程度）

成人看護学[7］第5章：D
一読しておいて下さい（30分程度）

成人看護学[10］第5章：ⅠD
一読しておいて下さい（30分程度）

成人看護学[7］第5章：A②・B⑤・F
一読しておいて下さい（30分程度）

成人看護学[7］第5章：A①
一読しておいて下さい（30分程度）

平山　和美

佐野　徳久

佐野　徳久

佐野　徳久

平山　和美

佐野　徳久

担当

平山　和美

平山　和美

平山　和美

平山　和美



1 2 3 4 5

基礎力 実践力 人間関係力 生涯学習力 地域理解力

授業の概要

到達目標

学修者への
期待等

回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

【事後】ワークシートの記入

岡崎　草代夏
【講義】子どものアセスメント①
子どもに特徴的なアセスメントの視点

【講義】高齢者のヘルスアセスメント②
　高齢者の健康歴聴取時のポイント

【事後】授業後：学びの提出（約30
分）

東海林　美幸

 高齢者のフィジカルアセスメントの実際
【グループワーク】

【事後】授業後：学びの提出（約30
分）

東海林　美幸
桑田　恵美子
菅原　尚美

【事前】教科書〈小児看護学[1]〉ｐ
284～302を予習して臨む（1時間程度）

系統別フィジカルアセスメントの実際①
視診、触診、打診、聴診、意識、外皮系、感覚器系、筋骨格
系、神経系

阿部　春美
二口　尚美

遠藤　美穂子

系統別フィジカルアセスメント①
外皮系、感覚器系、筋骨格系、神経系　　　反転授業

【事前】予習動画視聴、ワークシート
（30分程度）
【事後】講義の振り返り（30分程度）

遠藤　美穂子

系統別フィジカルアセスメント②
呼吸器系、循環器系　　反転授業

遠藤　美穂子
【事前】予習動画視聴、ワークシート
（30分程度）
【事後】講義の振り返り（30分程度）

ABクラスに分けて実施
【事前】ワークシートを学修して臨む
（1時間程度）
【事後】ワークシートの記入

【講義】高齢者のヘルスアセスメント①
　高齢者ヘルスアセスメントの意義
　基本技術（視診・触診・打診・聴診）と留意点

【事後】授業後：学びの提出（約30
分）

東海林　美幸

系統別フィジカルアセスメント③
消化器系、腎泌尿器系、生殖器系、乳房　　反転授業

【事前】予習動画視聴、ワークシート
（30分程度）
【事後】講義の振り返り（30分程度）

遠藤　美穂子

系統別フィジカルアセスメントの実際②
呼吸器系、循環器系、消化器系、腎泌尿器系、生殖器系、乳房

阿部　春美
二口　尚美

遠藤　美穂子

事例を用いたフィジカルアセスメント
【グループワーク】

遠藤　美穂子

ヘルスアセスメントに必要な基本的技術
視診、触診、打診、聴診、意識、身体計測　   反転授業

【事前】予習動画視聴（30分程度）
【事後】第3回講義の振り返り（30分程
度）

遠藤　美穂子

二口　尚美

【講義】看護過程とヘルスアセスメント
　　　　援助方法の選択につなぐ情報収集と臨床推論

【事後】授業内で記載した課題を整理
する

【講義】ヘルスアセスメントとは　定義・目的と意義
【事後】　提示された課題に回答して
臨む（30分）

ヘルスアセスメント（データベース聴取、面接・問診技術、観察・測定・記録技術）、フィジカルアセスメントの基本
的技術（視診・触診・打診・聴診）、各系統別の構造と機能（外皮系・感覚器・筋骨格系・神経系・呼吸器系・循環器
系・消化器系・腎泌尿器・生殖器系・乳房）にもとづくアセスメントの視点や方法、成長発達（母性・小児・老年）に
伴う特有なアセスメントの視点と方法を学び、看護実践に必要な臨床判断能力と人の全体（身体・精神・社会的）の査
定に必要な基礎的知識とを身につける。

１．	ヘルスアセスメントとの定義・目的について説明できる
２．	系統的アセスメント（身体的・心理社会的）の視点・方法が説明できる
３．	ヘルスアセスメントに必要な基本的技術の方法が説明できる。
４．	各系統別でのフィジカルアセスメントの視点と方法が説明でき、必要な基本的技術をモデル人形へ実施できる
５. 成長発達に伴う特有なアセスメントの視点や方法が説明できる

１年次に履修している「人体構造と機能」「疾病の成り立ちと回復の促進」は、ヘルスアセスメントの基礎となるた
め、復習してから授業に臨んでください。また、指示された準備学修を行い、主体的に講義・演習に臨んでください。

科目ナンバリング

NS-2-INS-02

23

46 時間

％40授業内課題

受講態度

単位

10

試験（筆記） 50 ％

％

担当名

授業形態

二口　尚美

準備学修

回

授業計画

●

学修成果

開講時期 通年
看護学科

科目名

演習

●

看護展開論Ⅱ

必修 2年 単位数

対象学科
必修・選択
配当年次

評
価
の
方
法

単位
認定者

授業時間数

授業回数

遠藤　美穂子

2



回

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

教科書

参考文献

備考

【事前】正常な妊娠・分娩経過につい
て復習して臨む（1時間程度）

ABクラスに分けて実施
【事前】ワークシートに取り組み事前
学習して臨む（1時間程度）
【事後】15回、16回の演習後学びを整
理しレポートを作成する（1時間程度）

ABクラスに分けて実施
【事後】演習後学びを整理しレポート
を作成する（1時間程度）

ABクラスに分けて実施
【事前】ワークシートを学修して臨む
【事後】ワークシートの記入

看護師として実務経験がある教員が担当し、講義・演習を通して看護実践に必要な基礎的なヘルスアセスメントが修得できるように
する。また、基礎を踏まえ、発達段階（母性・小児・老年）に伴う特有のアセスメントの理解ができるように領域横断として各領域
教員が担当する。

【講義】子どものアセメント②
アセスメントに必要な技術

【事前】教科書〈小児看護学[1]〉
ｐ303～343を予習して臨む（1時間程
度）

岡崎　草代夏

【講義】母性看護におけるアセスメントの視点と方法①
妊娠・分娩期

実務経験を有する教員による授業科目(実務経験の概要、実務経験と授業科目との関連性)

母性看護におけるアセスメントの実際②
産褥期・新生児期

佐藤　理恵
二口　尚美

岡崎　草代夏
東海林　美幸
遠藤　美穂子

母性看護におけるアセスメントの実際①
妊娠・分娩期

佐藤　理恵

担当名

「系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護学[2]　基礎看護技術Ⅰ」茂野香おる他著、医学書院
「ナーシンググラフィカ老年看護学②高齢者看護の実践」堀内ふき他著、メディカ出版
「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　小児看護学[1]　小児看護学概論/小児看護学総論」奈良間美保他著、医学書院
「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学[2]　母性看護学各論」森恵美他著、医学書院

佐藤　理恵
岡崎　草代夏
二口　尚美
坂村　佐知

遠藤　美穂子

「ナーシング・スキル」エルゼビア・ジャパン株式会社
「ナーシングチャンネル」株式会社京都科学
「高齢者のフィジカルアセスメント」角濱春美他著、MCメディカ出版
 日常生活における高齢者のヘルスアセスメント  educational-video-online  丸善出版株式会
＊その他の参考文献については、授業の中で必要時提示する。

＊準備学習の予習動画視聴は、ナーシング・スキル、ナーシングチャンネル、教科書に掲載されている動画
　コンテンツを含みます。
＊準備学習のワークシートは使用時に配布します。ワークシート内の事前・事後課題への取組みと提出は
　その都度、指示をします。
＊授業内課題については、適宜フィードバックを行います。
＊事後課題レポート及びワークシートの取組み状況は評価の対象となります。

授業計画 準備学修

遠藤　美穂子
事例を用いたヘルスアセスメント②
身体的、心理的、社会的側面を踏まえたヘルスアセスメント
【グループワーク】

事例を用いたヘルスアセスメント②
ヘルスアセスメントの実際

佐藤　理恵

武田　美奈子
岡崎　草代夏
佐藤　理恵

東海林　美幸
遠藤　美穂子

事例を用いたヘルスアセスメント①
フィジカルアセスメントの実施

佐藤　理恵
二口　尚美

岡崎　草代夏
東海林　美幸
遠藤　美穂子

子どものアセスメントの実際②
子どもの身体計測

佐藤　理恵
岡崎　草代夏
二口　尚美
坂村　佐知

　遠藤　美穂子

武田　美奈子
岡崎　草代夏
佐藤　理恵

東海林　美幸
遠藤　美穂子

子どものアセスメントの実際①
子どものバイタルサイン測定

【講義】母性看護におけるアセスメントの視点と方法②
産褥・新生児期

【事後】演習の学びを整理し、レポー
トを作成する（1時間程度）

【事前】正常な産褥経過・早期新生児
期経過について復習して臨む（1時間程
度）


